
ものぐさトミー  
ペーン・デュボア 文・絵   松岡 享子 訳 （岩波書店） 

トミー・ナマケンボは電気じかけの家に住んでい

ます。朝、ベッドから起きるのも、お風呂も機械任

せ。服も機械に着せてもらうし、ごはんも食べさせ

てもらいます。 

ある日、嵐で電気が切れました。７日たってよう

やく電気が流れるようになると、ベッドが傾きト

ミーを風呂桶に落としました。ところが、水は冷た

いまま。トミーが飛び出そうとしたとたんに風呂

桶は傾き、トミーは頭から乾燥室に。ベルトで逆さ

に支えられたまま、熱風を吹きつけられ、電気歯ブ

ラシに足の裏をこすられます。逆さのまま着替え

装置に滑り落ち、パンツ、ズボン、靴下…と順に突

っ込んでいきました。そのまま食堂につれていか

れると、７日分の食事が足の上にそそぎます。バナ

ナ 35本、りんご 28個、卵 42個分の炒り卵…。 

トミーの家のさまざまな装置に目が離せません。

泣こうが喚こうが、機械のなかでどうすることも

できないトミーを白地を背景に軽やかな色合いで 

描いたユーモラスな絵本です。読んでもらえば 

５歳くらいから楽しめます。      （竹内） 

 

越後の昔話 あったとさ  
 山田 貢 著 （文化出版局） 

昔、お金持ちの夫婦が願掛けをし、やっと

奥さんのお腹に赤ちゃんをさずかりました。

５か月目の戌の日にお礼参りをした折、蛙を

捕まえた蛇を見て思わず奥さんが「蛇や蛇や、

蛙を逃がしておくれ。そうすれば私の一番大

事なもん、たとえお腹の中の赤ん坊でも、女

の子ならお前の嫁にやる」と言うと、蛇は蛙

をはなしてどこかに行ってしまいました。娘

が 15歳になった春の日、立派な駕籠に乗った

蛇の家来が、婚礼の準備を伝えにきました。

母親からいきさつを聞いた娘は、嫁入り支度

にひょうたんを千個と太い縫い針千本を用意

してもらい駕籠に乗って出かけていきまし

た。(「蛙の恩返し」) 

著者が幼いころ祖母に聞き、それを我が子

に語り、地元の新聞に連載したものを一冊の

本にまとめました。形が整いバラエティに富

んだ昔話はとても読みやすく思わず引き込ま

れます。読んでもらえば６歳くらいから楽し

めるでしょう。           （西村） 

▶ ×印は休館日  ※閉館時は返却ポストをご利用ください。 
(3/20 は臨時休館、3/22 は祝日の振替、3/31 は館内整理日) 

▶ 開館時間は 10:00～18:00、金曜日は 20:00 まで開館 
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このページは子どもたちにすすめたい本をとりあげています。本を選ぶときの参考にしてください。   

日 月 火 水 木 金 土
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30

4月の開館日

子どもの本だな 112 

 

日 月 火 水 木 金 土
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3月の開館日  

図書館内工事のため、３月

20日(月)～22日(水)を休館

します。  

20日(月)は臨時休館 

21日(火)は定例休館 

22日(水)は祝日の振替 

尚、工事の進捗状況により
休館期間を延長する可能性が
あります。その場合、館内掲
示または図書館ホームページ
にてお知らせします。ご迷惑
をおかけしますが、ご理解く
ださいますようお願いいたし
ます。 

＜ 臨時休館のお知らせ ＞ 

 



図書館の本棚 440 

去
年
の
３
月
に
図
書
館
で
実
習
し
た
Ｓ
さ
ん

が
、
大
学
図
書
館
で
働
き
始
め
た
と
い
う
知
ら
せ

を
も
ら
っ
た
。
図
書
館
に
は
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら

家
族
と
一
緒
に
通
っ
て
い
た
と
い
う
Ｓ
さ
ん
。
太

子
町
立
図
書
館
の
蔵
書
で
育
っ
た
彼
女
が
、
人
と

本
を
つ
な
ぐ
仕
事
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
。 

中
学
２
年
時
の
ト
ラ
イ
や
る
で
図
書
館
に
き

た
Ｆ
君
、
高
校
最
後
の
舞
台
で
図
書
館
が
人
に
と

っ
て
な
ぜ
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
発
表
し
た
そ

う
だ
。
い
つ
も
弟
や
妹
と
一
緒
に
本
を
借
り
に
来

て
い
た
面
倒
見
の
い
い
Ｙ
君
。
デ
ザ
イ
ン
の
課
題

が
出
る
と
た
く
さ
ん
の
図
鑑
を
出
し
て
調
べ
て

い
た
Ｋ
ち
ゃ
ん
。
皆
、
こ
の
春
に
高
校
を
卒
業
し

て
新
し
い
道
を
進
み
始
め
る
。
太
子
町
を
離
れ
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
彼

ら
の
人
生
の
そ
ば
に
図
書
館
と
本
が
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
。 

今
、
図
書
館
に
通
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
と

は
、
お
は
な
し
の
時
間
や
工
作
教
室
を
通
し
て
た

く
さ
ん
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
子
た
ち

が
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
、
大
人
に
な

っ
て
か
ら
も
ず
っ
と
図
書
館
や
本
が
必
要
だ
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な

本
の
面
白
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

（
八
木
） 

 

 

 

 

 

3
月 ３月の移動図書館 （ いずれも木曜日です ） 

9 
日 

塚森 
地域内 

10:30～ 
10:50 

沖代 
ｺﾐｭﾆﾃｨｰ 
ｾﾝﾀｰ 

11:00～ 
11:20 

福地(三反長)
地域内 

14:30～ 
 14:50 

米田 
公会堂 

15:00～ 
15:20 

竹広南 
公民館 

15:30～ 
15:50 

16 
日 

  

原池団地 
公民館 

15:00～ 
15:20 

山田 
掲示板前 

15:30～ 
15:50 

原 
太田東地区 
農村交流 
センター 
16:00～16:20 

23 
日 

広坂 
公民館 

10:30～ 
10:50 

上太田 
公民館 

11:00～ 
11:20 

 
 
 

太子 
ニュータウン 
公民館 
15:30～ 
 15:50 

吉福 
公民館 

16:00～ 
16:20 

『 土 偶 を読 む  130 年間解かれなかった縄文神話の謎  』  竹倉 史人 著 

 晶文社  347 頁  2021年 4 月刊   1,700 円 (請求記号) 210.2 

人
類
学
者
の
著
者
が
、
縄
文
時
代
の
神
話
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
と
土

偶
に
目
が
留
ま
っ
た
。
土
偶
の
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
に
違
和
感
を
持
っ
た
著

者
は
、
土
偶
が
何
を
か
た
ど
り
、
何
を
目
的
に
造
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
れ
ば
縄
文
時
代
の
神
話
の
一
部
を
復
元
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
と
考
え
、
土
偶
研
究
を
始
め
た
。
遮
光
器
土
偶
の
、
レ
プ
リ
カ
と
画

像
を
並
べ
見
て
い
る
と
、
ふ
と
植
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
だ
。
実
際
に
、

サ
ト
イ
モ
画
像
と
レ
プ
リ
カ
の
手
足
を
重
ね
る
と
ぴ
た
り
と
重
な
り
、
遮

光
器
土
偶
は
サ
ト
イ
モ
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。 

遮
光
器
土
偶
は
、
３
２
０
０
年
前
～
２
７
０
０
年
前
に
東
北
地
方
を
中

心
に
製
作
さ
れ
た
。
ま
た
東
北
地
方
で
は
、
サ
ト
イ
モ
栽
培
が
盛
ん
だ
っ

た
が
、
冬
季
の
サ
ト
イ
モ
貯
蔵
は
寒
冷
地
で
は
難
し
い
。
岩
手
県
で
は
掘

り
あ
げ
た
サ
ト
イ
モ
を
親
イ
モ
と
と
も
に
土
中
保
存
し
、
翌
年
に
種
イ
モ

と
し
て
利
用
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
年
に
よ
っ
て
種
イ

モ
が
腐
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
。
縄
文
人
は
、
腐
敗
を
「
魔
的
の
力
」
と
と

ら
え
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
土
偶
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
紋
様
を
び
っ

し
り
と
施
し
、
ベ
ン
ガ
ラ
塗
料
で
真
っ
赤
に
塗
っ
た
土
偶
は
、
病
魔
の
見

張
り
番
と
し
て
サ
ト
イ
モ
と
共
に
土
中
に
安
置
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
強
大
な
目
は
魔
的
な
存
在
へ
睨
み
を
利
か
せ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え

る
。
サ
ト
イ
モ
栽
培
は
、
最
後
の
種
イ
モ
が
腐
敗
し
た
こ
と
で
放
棄
さ
れ
、

そ
れ
と
同
時
に
遮
光
器
土
偶
も
姿
を
消
し
た
。
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
イ

ネ
と
ヒ
エ
を
か
た
ど
っ
た
土
偶
が
登
場
す
る
。
土
偶
の
変
遷
は
、
主
食
の

変
遷
を
示
し
た
の
で
は
な
い
か
。
遮
光
器
土
偶
が
出
土
し
て
い
る
遺
跡
の

土
壌
や
石
器
な
ど
を
調
査
す
れ
ば
サ
ト
イ
モ
デ
ン
プ
ン
粒
が
発
見
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
遮
光
器
土
偶
の
さ
ら
な
る
検
証
が
進
む
こ
と
を
望
ん

で
い
る
と
締
め
く
く
る
。 

他
に
堅
果
類
、
貝
類
、
穀
類
を
か
た
ど
っ
た
土
偶
も
紹
介
さ
れ
、
著
者

の
ユ
ニ
ー
ク
な
新
説
は
、
読
者
に
土
偶
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
。
同
著
者

に
よ
る
『
土
偶
を
読
む
図
鑑
』（
小
学
館
）
を
あ
わ
せ
て
読
む
と
更
に
土
偶

へ
の
愛
着
が
湧
い
て
く
る
。
遮
光
器
土
偶
の
レ
プ
リ
カ
を
我
が
子
の
よ
う

に
思
い
、
ベ
ッ
ド
で
一
緒
に
寝
て
い
た
と
い
う
著
者
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
人

柄
と
土
偶
の
姿
が
重
な
り
、
読
み
進
め
る
う
ち
に
遮
光
器
土
偶
を
手
元
に

置
き
た
く
な
っ
た
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（
盛
岡
） 

地 

下 

水 

4
月 

４月の移動図書館 （ いずれも木曜日です ） 

※4 月より一部変更があります。 

6 
日 

  

福地(三反長) 
地域内 

14:30～ 
14:50 

米田 
公会堂 

15:00～ 
15:20 

竹広南 
公民館 

15:30～ 
15:50 

13 
日 

  

原池団地 
公民館 

15:00～ 
15:20 

山田 
掲示板前 

15:30～ 
15:50 

原 
太田東地区 
農村交流 
センター 
16:00～16:20 

20 
日 

広坂 
公民館 

10:30～ 
10:50 

上太田 
公民館 

11:00～ 
11:20 

塚森 
地域内 

15:00～ 
15:20 

太子 
ニュータウン 
公民館 
15:30～ 
15:50 

吉福 
公民館 

16:00～ 
16:20 

 


